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緒 言

りん片繁殖(scalepropagation,scaling)は ユ リ

属作物におけるもつとも重要な繁殖法の1つ であるに

もかかわらず,形 成された仔球からの出葉の実態はほ

とんど明らかに されていない.著 者は テッポウユリ

を用いてscalingtestを 行ない,仔 球からの出葉形

態はりん片葉 および茎出葉の 両者に分けられること

(Matsuo,1972),scaling圃 場ではりん片葉を形成

した仔球よりも茎出葉を形成(抽 台)し た仔球が圧倒

的に多 く,後 者は浅 くscalingし た場合に 多くみら

れること(松 尾,1974a),制 御環境下の実験では,

l0℃ におけるscalingの 場合,暗 黒では出葉がみら

れないのに対して,受 光下ではりん片葉 の発生がみら

れ,と くに赤色光下で早 く発'kす ること(松 尾,1974

b)を 明らかにした.ま た,scaling後 の仔球の生育

条件によつても出葉の形態が異なり,り ん片葉の発生

は受光下や低温下で多くなること,scaling温 度が高

い場合は低い場合と比べて,生 育温度の如何にかかわ

らず,り ん片葉の 発生が 少な くて抽台(茎 出葉の発

生)が 多いこと,受 光条件下において,り ん片葉の発

生と抽台とを時間 的に比較すると,ほ ぼ同時か,や や

後者が早いことなどをもあわせて 明 らか にした(松

尾,1974c).

本研究においては,と くにscaling期 間中(主 と

してscaling開 始後約180日 間を 対象とした)に お

ける出葉の実態と光や温度の影響について検討した.

本研究の遂行にあたり,指 導と原稿の校閲をいただ

いた九州大学農学部上本俊平教授,懇 篤な助言をいた

だいた九州大学名誉教授 福島栄二博士に深謝の意を表

する.ま た,材 料入手の便宜をはかつていただいた福

岡県宗像農業改良普及所吉田徹生氏に深謝する.

材 料 お よ び 方 法

実験11973年7月 末 に掘 り上げた テッポウユ リ

"ひ のもと"球 根(宗 像産
,球 周25cm以 上)か

ら1.5g以 上 のりん片を採取,同 年8月15日,木 箱

(48×24×13cm)を 用い,底1cmに ピー トを敷きつ

め,そ の上層に厚さ12cmに,ピ ートとほぼ等量に

混合 したりん片を詰めて,phytotron(九 州大学生物

環境調節センター)の25お よび15℃ ガ ラス室に搬

入した.同 年12月31日 および翌年3月10日,表 層

から3cmず つ4層 に分け,そ れぞれ,I,II,IIIお

よびIV層 として 出葉状況を 調査した.3月 調査の結

果は12月 末調査の資料に基き,I層 とII～IV層 の2

つに分けてまとめた.

*九 州大学農学部園芸学教室業績 .本 研究 は文部省科 学研究助成金(866012)の 交付を受けた.



Fig.  1. Temperature conditions during the 
scaling (Exp. 2-1). A : 25°C plot, B: 15-
20°C plot and C: outdoor plot. Dots : Mean 

temperature.

実 験2-1実 験1と 同 じ"ひ の もと"球 根 を ダ ン

ボ ール 箱 に入 れ て 室 内 で 貯 蔵 し,約40日 後(同 年9

月24日),1.59以 上 の りん 片 を 採取 して,ピ ー トを

詰 め た直 径30cmの 素 焼鉢 に,0お よび5～10cm

の深 さ に伏 せ込 み,phytotronの25,15℃ ガ ラス

室 お よび 自然条 件 下(戸 外)でscalingし た(Fig.

1).0cm植 え 区 は りん片 に光 が あ た るよ うに,り

ん 片 の上 部1/2～1/3を 露 出 させ た もの で,こ れ を 明

(L)区 と し,こ れ に対 して5～10cmの 深 さに伏 せ

込 ん だ 区 を暗(D)区 と した.な お,25℃ に お け る

scalingの 場 合 に か ぎ り,鉢 を 黒布 で 覆 つ て遮 光 し,

露 出 りん 片 を暗 黒 に 保 つ区(O-D)を も 併設 した.

ま た,25℃ 恒 温 下 で は 出葉 し難 い の で(松 尾,1974

b),12月5日 よ り20日 間 低温 処 理(10℃)を 行 な

つ て 出 葉 促進 を は か つ た の ち25℃ に 戻 して,1974

年1月6日 第1回 目 の 調 査 を 行 なつ た.ま た,15-

20℃ お よび 戸 外 の 場 合,と も に12月29日 に第1回

目の調 査 を 行 な つ た,出 葉 態 勢 の 整 つ た仔 球 を25℃

で 生育 させ る と,葉 の伸 長 は促 進 され るが,新 た な 出

葉 態 勢 へ の移 行 は み られ ない(松 尾,1974c).そ こ

で 本実 験 で は第1回 調査 時(1973年12月29日)に お

い て す で に 出葉 態 勢 に あ るが,ま だ葉 が 伸 長 して いな

い仔 球 を 調べ る ため,25℃ ガ ラス室 に 搬 入 して 出葉

を促 進 させ,2月12日 に第2回 目の 調査 を 行 な つ た.

なお,上 記 実 験 に つ い て は,10月1日 か ら同 月31

日まで はphytotronの 定 期 修 理 の た め,こ の 間,

25℃ で のscaling区1は25℃ 恒温 室,15-20℃

scaling区 は20℃ 恒 温 室 に移 し,い ず れ も白色 螢光

灯 に よ る連 続 照 明(約1001ux)下 に お いた.

実 験2-2実 験1に お い て,25℃ でscalingし

た りん片 の中 か ら健 全 な りん片 を選 び,1973年12月

31日,実 験2-1と 同 じ方 法 を用 いて15℃ ガ ラス室

でscalingし,そ の後の出葉状況を調査した,

実験3実 験1を 開始 して30日後 に,仔 球の形成

されたりん片を仔球とともに木箱(24×16×7cm)に

移植 して,25,20,15,10お よび5℃ の暗黒下で引

続き150日 間scalingし,1974年2月13日 に 出葉

状況を調査 した.な お,10お よび5℃ でのscaling

の場合,こ の時点では 出葉が みられなかつたので,

25℃ 恒温室に搬入して出葉を促進させ,3月15口 出

葉状況を調査 した.

上記いずれの実験に おいても,施 肥は一 切行なわ

ず,必 要に応 じて灌水 した.

出葉状況はそれぞれの区毎に,調 査仔球数に対する

抽台仔球数,り ん片葉発生仔球数,お よび未出葉仔球

数を百分率で表わし,そ れぞれ,抽 台率,り ん片葉率

および未出葉率とした.し たがつて,出 葉率は抽台率

とりん片葉率とを加えたものである.な お,り ん片葉

が発生し,か つ,抽 台している仔球も若干観察された

が,こ れ らはすべて抽台仔球として取 り扱つた。

結 果 お よ び 考 察

実験1,2を 通 じてまず注目される点は,実 験1開

始の時期が実験2よ り早いにもかかわらず,全 般的

に未出葉率が高かつた点である(Figs.2,3,4).す

なわち,仔 球形成後のりん片葉形成ないしは抽台への

方向づけが実験 】では意外に手間どつている.も ちろ

ん両実験は条件設定に相違があるので,直 接的な比較

をすることはできないが,少 なくとも実験2の15-

20℃ でのscaling区 における第1回 調査(Fig.3)

は出葉促進前のものであり,ま た,15℃ でのscaling

区(Fig.4)に しても,実 験1の 第1回 調査(Fig.2)

とほぼ対比できるものである.こ れらの比較から明ら

かなように,早 期にscaling開 始 したものの方が仔

球形成以後の形態形成がかえつて遅れている.こ の原

因について次のようなことが考えられる.(1)歌 田 ・

鈴木(1972)に よれば,カ ノコユリはscaling時 期

によつて出葉率が著 しく異なる.テ ッポウユリにおい

ても,カ ノコユリと同様にscaling時 期による 出葉

率の変化があり,40日間 のscaling開 始期の違いで

出葉率の差異が生 じている.こ の変化は内在的なリズ

ムに依存するものとみられる.(2)Scaling開 始前の

条件の差,す なわち,一 方は早くりん片をはずして湿

潤条件に移 した(scaling)の に対 し,他 方は球根 とい

う全体のシステムの中に組み込んだまま永 く半乾燥状

態においていたこと,そ してそれに甚くりん片内部の

生理的な相違が内在的なリズムと関係なく上記のよう



な差を生ずるにいたつた.(3)高

温scalingに よつて形成された

仔球は その後 の温度を低 くする

と,低 温scalingに よる仔球よ

り出葉率が高 くなる(松 尾,1974

c;Fig,5).と くに実験2-1

の場合,25℃ でのscaling区 を

除けば,scaling初 期 の 約30日

間,ほ ぼ20℃ で仔球形成が行わ

れ,そ の後,15℃ またはそれ以

下(戸 外)と いう低温に遭遇する

と,実 験1と 比較して出葉率が高

くなる.以 上3つ の場合が考えら

れるが,こ れらは互いに交錯 して

複合現象として現われていること

も考えられる.そ の究明は今後の

詳細な研究に待ちたい.

次に,scaling中 の光と温度は

仔球のその後の姿,す なわち,り

ん片葉への方向をとるか,そ れと

も抽台への方向をとるかに重大な

影響を及ぼす.光 はりん片葉の形

成を促進する.す なわち,Fig.2

に示すように,母 りん片や形成さ

れた仔球の多 くが光を直接受けた

1層 ではりん片葉の形成がみられ

たのに対 して,光 を受けなかつた

II層以下IV層 まではそれがほとん

ど認められなかつた,こ れは実験

2に ついても同様で,母 りん片が

光を 受けるように 上部1/2～1/3

を露 出してscalingし たL区 で

は,温 度の如何にかかわらず,常

Fig. 2. Bolting and scaly leaf emergence of scale  bulblets 
in the Easter lily ` Hinomoto,' scaled at 25 and 15°C on Aug. 
15, 1973. Date of investigation ; A : Dec. 31, 1973 and B: 

March 10, 1974. Black column: Bolted bulblets, dotted column : 
Bulblets with scaly leaf and white column : Bulblets without 
leaf.

Fig. 3. Effect of light and temperature conditions during 
the scaling on leaf emergence of scale bulblets. Easter lily 
` Hinomoto ' was scaled at 25

, 15-20°C and outdoors on Sept. 
24, 1973. Scaling temperature was shown in Fig. 1. 

Date of investigation ; 1 : Dec. 29, 1973, 1' : Jan. 6, 1974, and 
2: Feb. 12, 1974.

に多数のりん片葉の形成が みられたのに対 して,5～

10cmの 深 さでscalingし たD区 および露出りん片

を遮光 した25℃ のO-D区 では,い ずれもりん片葉

の形成はきわめて少ないか,ま たはまつた くみられな

かつた(Figs.3,4).先 に著者(1974b)は10℃

でscalingし,露 出りん片に光をあてた場合と遮光

した場合について比較したが,そ の結果も上と同様で

あつた,

これらの結果は,光 がりん片葉の形成に大きく関与

していること,そ して,温 度その他の条件がとくに好

適な場合(実 験2-1に おける戸外区および実験2-

2;Figs.3,4)に は,光 はほぼすべての仔球をりん

片葉形成へと方向づけてしまうことを示 している.形

成された仔球に光を直接あててもりん片葉形成が促進

され,こ のとき,り ん片葉発生と抽台は時間約にほぼ

同時か,後 者がやや早 く起 こる(松 尾,1974c)が,

光 は母りん片をとお してもやはりりん片葉の形成を促

進 している.た だ,こ の場合,時 間的には抽台よりも

りん片葉が早 く発生 している点(Fig・4)が 注 目され

る,著 者は先に,り ん片を浅植えした圃場ではりん片

葉率が 高いことを認めている(1974a)が,こ れは

実験1と きわめて類似 した例であり,い ずれも,主 と

して光によつてりん片葉の形成が促進されたためであ

るといえよう.



Fig. 4. Effect of light during the scaling 
on leaf emergence of scale  bulblets. Easter 
lily Hinomoto ' was scaled at 15°C on 

Dec. 31, 1973. Scaling depth ; Dotted line : 
0 cm (Upper part of scale was exposed to 
natural daylight.), Solid line : 5-10 cm in 

peatmoss. e and black column : Bolted 
bulblets, * and dotted column : Bulblets 
with scaly leaf and white column : Bulblets 
without leaf.

Fig. 5. Effect of temperature during the 
scaling on leaf emergence of scale bulblets. 
Easter lily ` Hinomoto ' was scaled at 25 
and 15°C in darkness beginning on Aug. 
13, 1973. Scales with bulblets were trans-
planted and transferred into 25, 20, 15, 10 
and 5°C constant temperature one month 
after the beginning of scaling. Leaf 
emergence was observed on Feb. 13, 1974. 
Scale bulblets at 10 and 5°C had no leaf. 
They were grown at 25°C for the following 
one month to accelerate leaf expansion. 
Black column : Bolted bulblets, dotted 
column : Bulblets with scaly leaf, white 
column: Bulblets without leaf. 
Scaling temperature ; I : Aug. 13-Sept. 13, 
1973 and II: Sept. 13, 1974-Feb. 13, 1974.

一方,抽 台に対する光の影響は,実 験1と2で その

様相を異にしている.す なわち,実 験1で はFig.2

に示すように,1層 とII～IV層 とで抽台に関して何 ら

相違が認められなかつたのに対 し,実 験2で は光の有

無によつて明らかに異なつている(Figs.3,4).こ れ

は 前述したように,掘 り上げからscaling開 始まで

の期間 の相違,そ れらに伴なうりん片内の 生理的相

違,あ るいはscaling初 期の温度の 違いなどによる

ものであろう.実 験2の 場合,Figs.3,4か ら明らか

なように,一 見 したところ完全とはいえないまでも,

光は抽台を抑制する方向に働いているようにみえる.

著者(1974c)は 仔球にあてた光の働きとして,暗 黒

の場合よりもやや抽台を促進するが,そ の抽台促進作

用はりん片葉形成にみられる促進作用と比較すると著

しく劣ることを認めている.し たがつて,明 条件下で

は暗黒下よりも抽台がいくらか促進されるとしても,

scaling中 の光効果は母りん片をとお してりん片葉形

成促進として現われるため,り ん片葉は早くか ら発生

し,ま たその数も多くなる.こ のため,相 対的に抽台

率よりもりん片葉率が高くなる.こ れに対 して暗黒下

では,温 度条件さえ充たされれば仔球の通電の生育型

態として抽台するものと考えられる(Figs.2～5).

Figs.3,4で は,み かけ上,光 によつて 抽台が直接

抑制されているようにみえるが,実 際は,光 効果はり

ん片葉形成を促進しているので,そ の影響により,間

接的に抽台が抑制されている,す なわち,光 のりん片

葉形成作用 はその抽台促進作用よりも著しく強いの

で,暗 黒であれば抽台する生理状態にあつた仔球にも

りん片葉が形成されることになつたためであるといえ

る.

次に,温 度の影響は光の場合よりも複雑である.ま

ず,り ん片葉の形成については,前 述のように光の存

在が大きく関与するが,こ の光条件が充たされた場合

はscaling時 の低温が その形成を助長 し,光 がない

場合も10℃ 以下の低温はやはりりん片葉形成を助長

する,す なわち,実 験1で は25℃ よ りも15℃ の

場合にりん片葉形成が圧倒的に多い(Fig.2).こ れ

は実験2で も同様で,25℃ よりも(15-20)℃ で,

さらに後者よりも全般的により低温であつた戸外およ

び15℃ でりん片葉の 形成が多い(Figs.3,4).ま

た,実 験3に おいて,10℃ 以下ではりん片葉の形成

がみられる(Fig.5).低 撮が低温 としての意味をも

つようになるのは,低 温接触の時期よりも,む しろそ

の程度や期間であるといえそうである.何 となれば,

10℃ 処理の例でも,20日間 の処理ではりん片葉の形

成促進はみられず,か えつて抽台を誘起するきつかけ

となつている(Fig.2,25℃ 恒 温scaling;Fig.3,

25℃scaling).ま た,scaling開 始30日 後より150



日間の処理では著しくりん片葉が増加 し,抽 台はまつ

たくみられない(Fig.5).さ らに,150日間25ま た

は15℃ でscalingし たあとでも10℃ 低温の 期間

が60日 以上になると,り ん片葉率が急増する(松 尾,

1974c).こ れ らの 結果から,10℃ の低温処理の場

合,20～60日 の間に仔球の生理状態は抽台促進からり

ん片葉形成促進へと変化することが考えられる.

一方,抽 台に関 しては,Figs.3,5よ り明らかなよ

うに,光 の有無をとわず,高 温でのscalingは 仔球

の抽台を助長する.こ れは別に行なつた実験でも同様

であり(松 尾,1972;1974c),ま た,接 触温度の相

達がscaling開 始後わずか30日 間にすぎないにもか

かわらず,そ の後の抽台は著 しく異なる(Fig.5).

一定温度でscalingを 続行 した場合,高 温(25℃)

scaling仔 球には初期の抽台が 多いが,そ の後の増

加はみられないのに対 し,低 温(15℃)scaling仔 球

については,scaling開 始後150日 ま で は25℃ で

scalingし た仔球より抽台率は低く,210日 近 くなる

とかえつて抽台率は高 くなる(Fig.2)、 このような

抽台率の逆転が起こつた理由として,25℃ が何 ら低

温としての働きをしなかつたのに対 し,15℃ で は低

温としての働きが徐 々に累積し,そ のために出葉(抽

台)が 増加した ものと考えられる.し た が つて,

scaling中の 温度が高いほど抽台は時間的に早 く起こ

るがその割合は少なく,ま た,低 いほど抽台は遅い

が,最 終的にその割合は多 くなる.高 温scalingの

場合は低温接触によつて抽台が誘起されるといえる.

しかもこの場合,抽 台率は低温scaling仔 球 より高

温scaling仔 球の方が高い(Fig.5).こ れ は仔球の

liil台に及ぼす生育温度の影響(松 尾,1974c)と まつ

たく同 じである.

テッポウユリのりん片繁殖において,仔 球がりん片

葉形成への方向をとるか,そ れとも抽台への方向をと

るかは球根生産上重要な問題 となる.こ れは,吸 収根

(茎 出根)が 球根肥大に大きな役割をもつからであ

る.し たがつて,そ の吸収根を発生させるには,ま ず

仔球を抽台の方向へ導 く必要がある,こ の点,scaling

中の条件としては光条件よりも暗黒の方が,ま た低温

よりも高温の方が望ましいといえる.り ん片繁殖にお

ける篤農技術の1つ として,り ん片を深植えすること

が知られているが,こ の方法の利点の1つ は仔球を暗

黒に保ち,り ん片葉の形成を防いで抽台を助長するこ

とにあると解される.

摘 要

テッポウユ リのscaling中,主 としてscaling開

始後約6カ 月間における光や温度条件が仔球のりん片

葉形成や抽台(茎 出葉形成)に 及ぼす影響について調

べた.

形成された仔球に光をあてた場合には,抽 台とりん

片葉発生とはほぼ同時か,前 者がやや早く起るのに対

して,scaling中 の母りん片に光をあてた場合には後

者が早 く起り,相 対的に前者(抽 台)を 抑制した,こ

の傾向は低温ほど顕著であつた.Scaling開 始後5ヵ

月目では,15℃ よ り25℃scaling仔 球の抽台が多

かつた,そ の後抽台数の増加は15℃scaling仔 球だ

けにしかみられず,7カ 月目では逆に25℃ より15℃

scaling仔 球 の抽台が多かつた.抽 台は一早くみられる

けれども抽台率は低いという特徴をもつ25℃scaling

仔球 を用いて20日 間低温処理(10℃)を 行ない,著

しく高い抽台率を得た,最 初の1カ 月間を25.Cま た

は15℃ 暗黒でscalin9し,引 続き5カ 月間を25,

20,15,10お よび5℃ 暗黒でscalingし た.10お

よび5.Cで は抽台はまつたくみられず,り ん片葉の

発生がみられた,15℃ 以上では,り ん片葉の発生は

ごく少ないか,ま つたくみられなかつたのに対 し,抽

台は低温ほど多 く,ま たどの温度区においても,は じ

め1カ 月間のscaling温 度が高い場合に抽台率が高

かつた.

以上の結果から,仔 球の抽台あるいはりん片葉の形

成に及ぼすscaling期 間 中の 光や温度の影響は次の

ようにまとめられる.

光は母 りん片をとおしてりん片葉形成を促進する.

この光の働きは低温ほど助長される.暗 黒下における

仔球の本来的な発育の姿は抽台と考えられ,こ れは低

温によつて誘起される.誘 起された後の抽台は高温ほ

ど速かである.10℃ 以下の低温は抽台およびりん片

葉形成の両方を誘起するが,こ の作用は処理期間や仔

球の生理状態と深い関係を有することが示唆される.
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                                Summary 

   Experiments were carried out to make clear influences of light and temperature 
conditions towards bolting and emergence of scaly leaf in lily scale bulblets during the 
scaling, especially the first 6 months after the beginning of scaling. Easter lily  `Hino-
moto' was scaled in peatmoss nursery beds of various depths, 0, 0-3 and 3-12 cm, 
under the conditions of 25 and 15°C constant temperature in a phytotron, Biotron In-
stitute, Kyushu University, and under natural outdoor environment. Scales set at depths 
of 0 and 0-3 cm became to be exposed daily to sun light. When scaled under light 
condition, bulblets showed a much earlier expansion of their scaly leaves as compared 
to the slow bolting (stem leaf expansion) in others. Such a rapid emergence of scaly 
leaves was observed with a still larger frequency as compared to the bolting in darkness. 
The lower the scaling temperature became, the more remarkable the situation was to 
appear. Bolting was more frequent at 25°C than that at 15°C about 5 months after the 
beginning of scaling. During the following 3 months bolting did not increase at 25°C, 
but increased at 15°C, with the result that bolting at 15°C became more frequent than 
that at 25°C. In darkness, most bulblets showed more frequent bolting than scaly leaf 
emergence at any temperatures. This bolting was accelerated when scale bulblets were 
transferred into the high temperature conditions. One month after the beginning of 
scaling in darkness at 25 and 15°C, scales with bulblets were transplanted and kept 
scaling in darkness at 25, 20, 15, 10 and 5°C for the following 5 months. At 25, 20 
and 15°C, the lower the temperature was, the higher the bolting was. When scaled at 
25°C for the first one month, the bolting ratio was higher than that when scaled at 
15°C. At 10 and 5°C, however, no leaf expanded regardless of the scaling temperatures 
of the first one month. One month after the acceleration of leaf expansion at 25°C, 
only scaly leaves emerged on these bulblets. The scaly leaf ratio was higher when 
scaled at 15°C than at 25°C of the first one month. 

   The results are as follows: The light which is irradiated on scales during the scal-
ing acts to promote the emergence of scaly leaves to suppress bolting. Such effect of 
light is accelerated by low temperature. Primary growth response of scale bulblets in 
darkness is to bolt, being induced by low temperature. Scale bulblets developed at 
higher temperature are induced more easily than those at lower ones. After the induc-
tion of bolting, the elongation of the stem is accelerated by high temperature.


